
告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
九
十
九
号 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
執
行
の
備
前
堀
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
に
お
い
て
当
選
証

書
を
付
与
し
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 

 



 

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

選
挙
区

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

当
選
証
書
付
与
年
月
日

埼
玉
県
加
須
市
日
出
安
八
百
三
十
八
番
地

埼
玉
県
加
須
市
日
出
安
三
百
四
十
二
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
正
能
二
百
四
十
三
番
地

埼
玉
県
加
須
市
中
ノ
目
二
百
六
十
七
番
地

埼
玉
県
加
須
市
戸
室
千
二
百
五
十
四
番
地

埼
玉
県
加
須
市
戸
室
五
百
九
十
七
番
地

埼
玉
県
加
須
市
牛
重
千
二
百
十
七
番
地

埼
玉
県
加
須
市
内
田
ケ
谷
六
百
六
十
番
地

埼
玉
県
加
須
市
下
崎
千
九
百
五
十
五
番
地

埼
玉
県
加
須
市
下
崎
千
二
百
七
十
六
番
地

埼
玉
県
加
須
市
下
崎
千
七
百
二
十
五
番
地

埼
玉
県
加
須
市
下
崎
五
百
五
十
七
番
地

埼
玉
県
加
須
市
根
古
屋
九
十
二
番
地

埼
玉
県
加
須
市
牛
重
五
百
二
十
五
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
上
崎
二
千
四
百
八
十
八
番
地

埼
玉
県
加
須
市
上
崎
二
千
三
百
七
十
九
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
上
崎
千
六
百
四
十
五
番
地
二

埼
玉
県
加
須
市
外
田
ケ
谷
九
百
十
一
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
外
田
ケ
谷
三
百
四
十
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
牛
重
千
五
百
四
十
四
番
地
一

住
 
 
 
　
　
 
 
所

綱
川
　
み
つ
江

竹
内
　
 
信
雄

青
木
　
 
忠
義

岡
田
　
 
辰
夫

齋
藤
　
 
辰
正

大
塚
　
 
喜
一

小
坂
　
　
　
実

野
中
　
 
松
夫

野
原
　
 
正
光

関
口
　
 
修
一

佐
藤
　
 
繁
男

若
林
　
 
甚
一

長
濱
 
　
光
雄

川
野
　
 
幸
雄

田
口
 
　
省
一

加
藤
　
 
貞
雄

松
井
　
 
弘
文

田
沼
　
 
利
一

小
山
　
 
正
博

黒
川
　
 
義
夫

氏
　
　
　
名



 

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
三
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
二
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

第
一
区

選
挙
区

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

当
選
証
書
付
与
年
月
日

埼
玉
県
久
喜
市
六
万
部
四
百
九
十
八
番
地
一

埼
玉
県
久
喜
市
所
久
喜
百
七
十
六
番
地

埼
玉
県
久
喜
市
上
清
久
二
十
九
番
地

埼
玉
県
久
喜
市
北
中
曽
根
千
五
百
二
十
六
番
地
一

埼
玉
県
久
喜
市
下
清
久
三
百
七
十
四
番
地

埼
玉
県
久
喜
市
上
清
久
八
百
五
番
地
三

埼
玉
県
加
須
市
割
目
四
百
十
三
番
地
三

埼
玉
県
加
須
市
大
室
百
五
十
七
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
油
井
ケ
島
百
九
十
九
番
地
一

埼
玉
県
加
須
市
北
辻
百
三
十
二
番
地

埼
玉
県
加
須
市
南
小
浜
六
百
二
番
地

埼
玉
県
加
須
市
常
泉
三
百
五
十
七
番
地

埼
玉
県
加
須
市
油
井
ケ
島
千
百
六
十
五
番
地

埼
玉
県
加
須
市
今
鉾
百
七
十
三
番
地

埼
玉
県
加
須
市
内
田
ケ
谷
四
百
七
十
番
地
二

埼
玉
県
鴻
巣
市
上
会
下
百
七
十
二
番
地

埼
玉
県
加
須
市
芋
茎
二
百
九
十
三
番
地

埼
玉
県
加
須
市
鴻
茎
二
千
三
百
六
十
番
地
二

埼
玉
県
加
須
市
鴻
茎
六
百
五
十
四
番
地

埼
玉
県
加
須
市
鴻
茎
千
九
百
九
十
五
番
地

住
 
 
 
　
　
 
 
所

関
根
　
新
一
郎

春
山
　
 
　
昭

渡
邉
　
 
侑
三

木
村
　
 
信
一

長
谷
川
　
敬
三

小
林
　
 
敏
信

中
埜
 
　
正
一

山
田
　
 
健
司

奥
澤
　
 
義
男

石
嵜
　
 
　
勇

岡
安
　
 
　
実

福
島
　
 
弘
明

奥
澤
　
 
彦
平

根
岸
　
 
一
郎

二
見
　
 
正
夫

岡
田
　
 
良
一

石
井
　
　
　
彰

今
泉
　
 
文
雄

折
原
　
　
　
登

関
口
　
　
　
勝

氏
　
　
　
名


